
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ２０１２年５月２０日              NO,３０４ 

 

 根利には、大原か 

らと沼田からの道が 

通じ、大間々そして 

日光へと道がつなが 

り、「日光裏往還」「 

根利道」などとよば 

れていました。 

 この道は、利根郡 

から大間々に繭を出 

荷する「経済道路」であり、日光や古峯が原への信仰の道であ

り、高山彦九郎が根利を訪れた天

明５年（１７８５）には、約百戸

の戸数だったといわれています。 

              林業機械化センターに向かう

途中の墓地に、大きなお地蔵様

と、文政５年（１８２２）に建て

られた千部供養塔があります。 

              千部供養塔の文字は、片品村戸

倉の書家、萩原賢和の書です。 

              萩原賢和は、利根の三大書家の

一人で、賢和の笹字と称される独

創的な篆
てん

書体
しょたい

を完成させました。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
社
会
保
障
と
税
の
「
一
体
改
革
」
関
連
法
案
の
〝
本
丸
〟
で
あ
る
消
費
税
増
税
法
案
が

１１
日
、
衆
議
院
で
審
議
入
り
し
ま
し
た
が
、
野
田
首
相
は
、
消
費
税
率
を
２
段
階
で
１０
％
に
引
き
上
げ

る
大
増
税
に
「
政
治
生
命
を
か
け
る
」
と
の
べ
る
な
ど
、
消
費
税
増
税
以
外
の
道
は
考
え
な
い
、
〝
思
考

停
止
状
態
〟
に
陥
っ
て
い
ま
す
。 

 

２
０
０
９
年
の
総
選
挙
で
民
主
党
は
、
「
任
期
中
に
消
費
税
は
増
税
し
な
い
」
と
国
民
に
約
束
し
、
野

田
首
相
も
そ
の
時
の
選
挙
の
演
説
で
、
「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
書
い
て
な
い
こ
と
は
や
ら
な
い
。
そ
れ
が
ル

ー
ル
だ
。
天
下
り
を
な
く
す
、
そ
こ
か
ら
は
じ
め
な
け
れ
ば
消
費
税
を
引
き
上
げ
る
話
し
は
お
か
し
い
。

徹
底
し
て
税
金
の
無
駄
遣
い
を
な
く
す
」
と
の
べ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

民
主
党
は
、
八
ツ
場
ダ
ム
建
設
な
ど
ム
ダ
な
浪
費
を
復
活
さ
せ
、
大
企
業
に
は
法
人

税
を
引
き
下
げ
、
国
民
に
は
消
費
税
の
増
税
と
社
会
保
障
の
改
悪
を
押
し
つ
け
る
の
で

は
な
く
、
無
駄
遣
い
を
一
掃
し
、
大
企
業
に
応
分
の
負
担
を
求
め
る
べ
き
で
す
。 

 大東議員は１６日、街頭から「力を合わせて消費税増

税にストップをかけましょう」とよびかけました。 

 大東議員は、「米軍への思いやり予算など

の無駄をなくし、大企業や大資産家に応分

の負担を求めれば、消費税を増税しなくて

も財源を確保できる」と訴えました。 

 食品に含まれる放射能の測定が１０日からはじまり、１５日までに１６

件の検査がおこなわれ、１６日現在ではその後３５件の予約があります。 

 市では、国民生活センターから食品に含まれる放射能を測定する機械を

借り、１日４件の検査をおこなうことができま 

す。（土日・祝日を除く） 

 しかしこの機械では、水や牛乳、乳児用食品 

は測定することができませんが、これでは市民 

の不安を払拭することができるか疑問です。 

 東原庁舎の消費生活センター(℡20-1500） 

で、予約を受け付けています。 

 家族総出によるリンゴの花摘みが市内の各リンゴ園ではじまり、沼田の

風物詩の一つとなっています。 

            リンゴは冬の選定、花摘み、そして摘果と一年

を通して作業がつづき、秋の実りをむかえます。 

            花摘みは、おいしいリンゴつくるためにも大切

な作業の一つで、秋の実りを期待し作業がつづけ

られています。 

  赤城神社の春の例大祭に合わせておこなわれる老神

温泉の大蛇まつりが、今年から５月の第二金・土曜日に

開催日を変更し、１１日・１２日に開かれました。 

長さ２５メートルの若衆蛇みこしに、浴衣姿の観光客 

たちは驚いていま

した。 

 １２日は、温泉街

を散策しながらま

わる、ミステリーツ

アーがおこなわれ、

家族づれなどでに

ぎわいました。 

 


